
 

 

 

 

 

石高校のグラウンドで、中・高等部の生徒が５月２０日（火）

午後、体育の授業を行いました。 

６月７日に行われる県障

がい者スポーツ大会、９月の

トライスポーツに向けて、 

50 ㍍走、100 ㍍走、立ち幅跳

びやボール投げ、フライング

ディスクなどの種目ごとに記

録を取ったり、繰り返し練習

したりしました。当日は天候

にも恵まれ、広いグラウンド

でのびのびと活動する生徒たちの姿が見られました。 

これに先立ち、４月２８日に

釜石高校を会場として、今年度

第 1回の高等部移設連絡会を行

いました。両校の校長、副校長

を始め 15 名の職員が施設設備

に関する確認や意見交換、さら

に今年度も引き続き実施して

いく交流事業について協議しました。グラウンドや体育館を借りての体

育・音楽の授業は今後５回程度実施する予定です。また、釜石高校文化

祭での本校高等部の作業製品の販売や、本校学習発表会での釜石高校吹

奏楽部等の客演など、日程や内容についてさらに調整を進めていきます。 

このことについてのご質問やご意見など、お気づきの点がありまし

たら遠慮なくお知らせ下さい。 

染めをしました。 

５月８日（木）晴天のもと、

小・中学部の児童・生徒と       

保護者有志が中庭に集まり、今年も

実施しました。ラベンダーやマリー

ゴールドなどの身近な草花を材料に

作られた色とりどりの染色液で、 

真っ白な布を染め上げました。青空

の下でさわやかな風を感じながらダ

イナミックな動きで染めていく活動は、

それぞれの心身を解き放ち、大いにリフ

レッシュさせてくれたのではないでしょ

うか。 

今回製作した野染めの作品は、８月に東

京の富国生命本社ビルで開催されます

「すまいる・ぎゃらりー」に出品の予定

です。 

 今年は、野染めの他に人

形劇の上演も行っていた

だき、こちらも子どもたち

は身を乗り出して楽しん

でいました。 

ご指導いただいた京都の

『 風 の 布 ・ パ ピ ヨ ン 』 の ホ ー ム ペ ー ジ も ご 覧 下 さ い 」

【http://blog.canpan.info/shamurie/】 
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走るのって楽しい！ 

 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備も大切 
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まごころ就労支援センター 

 

設見学をしてきました。 

５月２３日（金）、「中学部施設見学」を実施しました。 

見学先は「まごころ就労支援センター」「釜石市福祉作業所」、そして

昼食場所として「そらちゃんキッチン」

を利用してきました。 

 

まごころ就労支援センターは開所し

てまだ１年未満の施設ですが、ブロー

チなどのクラフトワーク、バジルやブ

ドウの栽培等、様々な作業に取り組ん

でいる様子を見学することができま

した。 

 

釜石市福祉作業所では機械部品の組み立て作

業を見学しました。指導員の方や利用者さんか

ら組み立て方法について説明をしていただき、

作業の難しさを知ることができました。 

それぞれの施設から、働くために必要なこと 

として「挨拶をすること」「休まないこと」を 

話していただきました。人との関わりを大事に 

することと、健康な身体作りをして仕事に取り 

組むことの大切さを教えていただきました。 

 今回の施設見学では、釜石祥雲支援学校を 

卒業した先輩方が働いている様子も間近で見 

学することができました。自分たちの知っている先輩の、一生懸命働く

様子を見て、「働く」ということのイメージがより具体的につかめたの

ではないかと思います。 

 お昼は、そらちゃんキッチンで美味しいランチをいただき、皆満足！ 

とても充実した施設見学となりました。 

 

 

 

学校へ行こう週間 

６月９日（月）～１３日（金）９：３０～１４：３０受付 

気になる学校での日頃の生活の様子を知ることが

できる、たいへん良い機会です。仲間と一緒に活動

する姿や、働くことにつながる作業学習での活動の

様子など、ご家庭では見られない新しい発見がきっ

とあります。 

また、校内には小中高等部１２学年が学んでおりますので、お子様の

将来をイメージできる先輩の姿もあります。ぜひ、他の学部にも足を運

んでみて下さい。 

どうぞ、ご家族の皆様や地域の方々で、お誘いあわせになっておいで

下さい。 
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サポート会議  

今年も小１年・小４年・中１年・高１年のみなさんを対象

として、地域の福祉行政や相談支援を担当される方々に学校

にお集まりいただいてサポート会議を行います。 

このように関係者が一堂に顔を合わせ、児童・生徒一人ひ

とりについて情報を共有し、支援の内容や役割の分担を検討

することは、お子さんが今後も地域の中で見守られながら成

長するための大切な基盤をつくります。本校支援部が力を入

れて取り組んでいる会議です。日頃気になっていることや相

談したいことを是非お話ししてください。 

うちの子は学校でどんな表情を

して生活しているのかしら？ 

他の子ども達と

はどのように関

係づくりをしてい

るのかしら？ 

釜石市福祉作業所 


